
する大学として発展してきた。特に医学分野では現在

も大学ランキングで上位に入っている。ジョンズ・ホ

プキンス大学医学部と連携する病院としてジョンズ・

ホプキンス病院があり，病院もまた，研究と教育の質

の高さで有名である。また歴史的には，北米の医学教

育の転換点となった1910年の『アメリカとカナダの

医学教育：カーネギー教育振興財団への報告書　第４

号』（通称としてフレクスナー・レポートと呼ばれる。

以下本論でもフレクスナー・レポートと表記する）１）

の中で理想的な医学教育を行う大学として取りあげら

れ，その後の北米の各大学の医学教育改革のモデルと

なった。大学設立後，追加の資金を集めて1889年に

ジョンズ・ホプキンス病院が設立され，４年後の1893
年に，病院と接続した医学部が開設されたという経緯

がある。

本論では，なぜジョンズ・ホプキンス大学医学部が，

発展的な教育と科学的な研究を行う大学としての進歩

と，病院という臨床現場での教育の充実という，一見

相容れない方向を同時に目指していたのかという点に

着目する。つまり，なぜ臨床の場を離れて実験室での

研究と教育に没頭するような体制にならなかったのか

という点に着目する。それによって，近代医学教育に

おいて臨床教育が成立したことの意味を明らかにした

目　　次

１　はじめに

２　先行研究

３　臨床教育の成立を支えた３つの立場

　Ａ　ホプキンスの遺志

　Ｂ　ビリングスの構想

　Ｃ　オスラーの信念

４　フレクスナーによる評価

５　ジョンズ・ホプキンス大学において臨床教育が成

立した背景

６　今後の課題

１　はじめに

ジョンズ・ホプキンス大学は1876年にボルチモア

の実業家ジョンズ・ホプキンス（Johns Hopkins）の寄

付をもとに発展的な教育と研究を行う研究大学を目指

して設立された。当時のアメリカの大学はカレッジと

呼ばれる教養教育を中心とする大学であり，研究を中

心とした大学はなかった。同大学がアメリカ初の研究

大学であり，初めて大学院制度を作って博士号を授与

した大学でもある。そして現在に至るまで，工学，国

際関係学，経済学など様々な領域で，アメリカを代表

近代医学教育における臨床教育の成立

―ジョンズ・ホプキンス大学を中心に―
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who were both practitioners and researchers taught medical students. The purpose of this study is to investigate how this teaching 

system, known as clinical instruction, was planned and implemented in these institutes, which pursued advanced education and 

research. In addition to the first president of the Johns Hopkins University, D. C. Gillman. There were 3 people who had key roles. 

They supported the establishment of the School of Medicine and the Hospital and its clinical instruction in different ways. Their 

writings show that they believed that the hospital provided an effective way not only to provide medical education but also to 

acquire scientific knowledge.
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い。具体的には，まず，ジョンズ・ホプキンス大学が

研究と結び付けて教育を行う大学として発展すること

を目指していたことを確認する。次に，ジョンズ・ホ

プキンス病院と医学部の設立時の関係者，特にジョ

ン・ショー・ビリングス（John Shaw Billings）とウィ

リアム・オスラー（William Osler）が残した言葉を検

討し，研究大学という方向を持ちながら，臨床の場で

ある病院を備え，病院と連携した臨床教育を導入した

背景について考察する。最後に，近代医学教育におけ

る実験室での研究と臨床のつながり，大学での専門職

教育の役割を考えたい。

２　先行研究

　ジョンズ・ホプキンス大学について，設立の経緯や

意義を検討した文献は多い。詳細な研究としては，設

立時から初期に焦点を絞って広範な資料をもとに行わ

れたホーキンス（1960）２）の研究が挙げられる。ホー

キンス（1960）は，執筆時の社会状況に影響されて

大学の自治に焦点をあわせたために，大学と地域や政

府との関係などを論じ切れていないことを断りなが

ら，各学部の設立時から初期にかけての様子を，カリ

キュラムや理事や教授陣となった研究者の思想や活動

などを中心に描いている。特に，初代の学長であり大

学設立に大きく貢献したダニエル・コイト・ギルマン

（Daniel Coit Gilman）を大きく取り上げている。ホー

キンス（1960）によれば，当時アメリカには教養教育

を行うカレッジが多くあったが，ジョンズ・ホプキン

ス大学は，ギルマンの下で，発展的で特別な教育を行

うユニバーシティを目指していたという。ホーキンス

（1960）は，ギルマンが考えていた大学の機能は，研

究，教育，学位の授与の３つであり，当時の他の教育

者が教育の機能より研究の機能を重視していたことと

比較すると，ギルマンは特に教育を重視していたと述

べている３）。日本では渡辺かよ子（1998）４）が，ギル

マンの主張を検討し，イギリスやフランスなどの大学

の特徴を吸収しながら，大学院を中心に研究と教育を

結びつける大学が構想され，ジョンズ・ホプキンス大

学というアメリカ型の大学が生まれた過程を明らかに

している。

　ジョンズ・ホプキンス病院と医学部の設立について

も，多くの検討がなされている。医学部もまた，医学

の研究の発展と質の高い医師の供給に寄与するため

に作られたとされる。グレイサー（1968）５）はティー

チング・ホスピタル６）が，学部段階の臨床教育と卒

後のインターンやレジデンシーと呼ばれる研修の２つ

の教育を行っていることを指摘し，その両方ともが，

ジョンズ・ホプキンス大学，特にオスラーの教育に原

点を持つと述べている。ロング（1991）７）のようにジョ

ンズ・ホプキンス大学の歴史を簡潔にまとめている文

献もある。またより広い文脈の中でジョンズ・ホプキ

ンス病院と医学部の設立を位置づける研究も多い。例

えば，ヨーロッパ，アメリカ，アジア，イスラム圏

など世界の医学教育の古代から現代までの歴史をま

とめた本の中で，フィールド（1970）８）とノーウッド

（1970）９）が，近代アメリカの教育について，ジョン

ズ・ホプキンス病院と医学部の設立に触れながら書い

ている。また，大学，病院，医学部の設立に関係した

医師たちについての研究も多くあり，その中でもそれ

ぞれの視点から大学，病院，医学部の設立が描かれて

いる。特にウィリアム・ヘンリー・ウェルチ（William 
Henry Welch），ハワード・ケリー（Howard Kelly），
ウィリアム・スチュワート・ホールステッド（William 
Stewart Halsted），オスラーの４人の医師が「４人の偉

人（Big Four）」と呼ばれ，病院と医学部の設立当初

の教授陣として注目されることが多い10）。また大学の

初代学長であり，同病院の初代院長にもなったギルマ

ンも，鍵になる人物として注目されている11）。

　本論では，最高の教育と研究を求めていたジョン

ズ・ホプキンス大学が，なぜ大学と接続した病院を持

つようになったかに注目したい。そのために，ギルマ

ンとともに創設当初の教授陣を選定し，ジョンズ・ホ

プキンス病院の建築を設計し，自身も医学教育の講義

を大学で受け持ったビリングスと，「４人の偉人」の

１人であり，教育に力を入れていたオスラーの思想を

検討する。

　ビリングスは軍医で，軍の外科の図書館の館長とし

て収蔵本の目録を作った。ジョンズ・ホプキンス病院

と大学で活動した後は，ニューヨークの公共図書館の

初代館長として所蔵本の目録を作成し，医学系の論文

検索のための『医学目録』（Index Medicus）をまとめ

るなど，司書として医学と関連した図書館学の領域の

功績で知られている12）。ジョンズ・ホプキンス大学設

立へのビリングスの貢献については，同大学医学部の

紀要の６巻，彼の生誕100年を記念した特集号に詳し

い13）。ロビンソン（1957）14）はジョンズ・ホプキンス

病院の理事会に提出された設計案の中からビリングス

の案が選ばれたとして，同病院の設立にビリングスが

与えた影響が大きかったと主張している。

　オスラーは「近代医学の父」と呼ばれるほど名前
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の知られた内科医で，臨床医として診療を行うとと

もに病理解剖や細菌の観察などの研究も行い，血小板

に関する研究業績などもある。医学生たちに残した

講演も有名で，講演録『平静の心』15）にまとめられて

いる。オスラーについては伝記も何冊も出版されてい

る。最新の主要な伝記は1999年のブリスの『ウィリア

ム・オスラー―ある臨床医の生涯―』（William Osler: 
A Life in Medicine）16）である。ブリス（1999）は，そ

れまでのオスラーの伝記の中で最も大部だったクッシ

ングによる伝記がオスラーを神格化しているとして，

新しく整理，発見された資料を用いながら，人間的な

オスラー像に近づこうと努めたという。グレイサー

（1966）は，前述のようにティーチング・ホスピタル

での教育を始めたのはジョンズ・ホプキンス大学であ

るとし，学部３，４年生での臨床教育についても，卒

業後の研修（インターンシップとレジデンシー）につ

いても，オスラーが大きな役割を果たしていたと述べ

ている17）。日野原（1983）18）もオスラーの生涯を簡潔

にまとめながら，オスラーが病棟で学生を教育しよう

とし，それを実現したことを強調している。

３　臨床教育の成立を支えた３つの立場

Ａ　ホプキンスの遺志

本節では，ホプキンスの生前の指示と，大学と病院

の理事会の大学と病院の設立に向けた取り組みを分析

し，病院が大学の教育に必要なものとして考えられて

いたことを述べる。

　実業家ホプキンスは，生前から遺産を大学と病院の

設立のために寄付することを決め，それぞれの理事を

選定していた19）。ボルチモアに最高の大学と病院を作

りたいというのがホプキンスの願いであり，理事たち

への指示だった。ホプキンスは，理事たちに寄付の目

的と大学と病院の方針を説明する手紙20）を送って以

降は彼らを信頼し，理事が行った他病院の視察などに

は同行しなかったという。

大学理事会は，ハーバード大学のチャールズ・エリ

オット（Charls Eliot）らの助言を受けながら準備を進

め，ホプキンスが没してから３年後の1876年にギルマ

ンを学長に迎えて，大学を設立した。

病院の理事会は，ホプキンスの寄付金では病院設立

の費用をまかなうことができず，しばらくは寄付金を

集める活動を行い21），1875年に病院のプランを５名の

医師に相談し，その中の１人だったビリングスの案を

採用することを決めた。実際に病院が完成したのは

1885年，医学部が開設されたのは1889年になってか

らだった。

病院はジョンズ・ホプキンス大学の医学部の一部と

なる予定で作られた。ホプキンス自身が，理事会へ

の手紙の中で，「病院が，別に寄付金を準備した大学

（ジョンズ・ホプキンス大学のこと―引用者注）の一

角を形成するように考えておいてほしい」22）と要請し

ている。また理事長のフランシス・キング（Francis T. 
King）がビリングスをはじめとする５人の医師に協力

を要請して送った手紙23）の中でも，ホプキンスは「病

院を大学の医学教育にもっとも望ましい援助を提供す

るものとみなしていた」24）と述べられている。また具

体的には，病院の敷地と大学の敷地を１マイルの距離

に置く構想を持っていたという。

Ｂ　ビリングスの構想

　本節では，ビリングスのジョンズ・ホプキンス大学

での講義録とジョンズ・ホプキンス病院開所の際の講

演から，ビリングスが，病院が医学の研究と教育の中

にあることが必要だと考えていたことと，その根拠を

論理的に語っていたことを明らかにする。

　ビリングスは，ジョンズ・ホプキンス病院理事会が

助言を求めた数人の識者のうちの一人だった。ビリン

グスの提案が故ホプキンスの遺志に沿い，実現可能性

があると判断した理事会は，病院の設計をビリングス

に任せることにした。ビリングスは，初代病院長とな

るギルマンと協力し，近代的な暖房設備や換気システ

ムを備えた病院を設計しただけでなく，全米各地の高

名な医師や将来性のある医師と面接し，初期の病院ス

タッフ，後に大学の教授陣となる医師たちを集めてき

た。ロビンソン（1957）が指摘するように，ビリン

グスはジョンズ・ホプキンス病院と医学部の方針の具

体的な部分に影響を与えたと考えられる。チェズニー

（1938）はビリングスがホプキンスの示した原則を解

釈して，病院設立の原則を打ち立てたとする。例えば，

病院は単なる慈善事業ではなく，医学的な発見を目指

すものとするとされた。病院が病気について新しい知

識を得て，病気を統制できるようになることで，来院

した個々の患者だけでなく，社会の利益になるため，

慈善のためにも医学的な発見を目指すべきだという論

を展開したと，チェズニーは論じている25）。

本節で検討するのは，ビリングスが1877年から1878
年にかけて大学で行った12回の医学史の講義の中の

２回分の講義録26）と，1889年のジョンズ・ホプキン

ス病院開所の際に行った講演の記録27）である。前者
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は病院設立前，医学部設置前に行われたもので，ヨー

ロッパの医学部を視察してきた結果を踏まえて，これ

から設立されるジョンズ・ホプキンス大学の医学部の

あり方について論じたものである。後者はビリングス

自身が編集した同病院の設立に関する文書，図面集に

掲載されているもので，これから運営が始まる病院の

構想について設計者として語っている。これらの文献

の検討を通して，彼が医学の研究と教育において病院

が大学の臨床の中心になることが必要だと考えていた

ことを明らかにしたい。

1877年から1878年にかけての講義の中で，ビリン

グスは，ヨーロッパでの視察の経験を踏まえて，ジョ

ンズ・ホプキンスがどのような医学部を作るべきかに

ついて論じている。そこで扱われている観点は，ギル

マンが大学（ユニバーシティ）の機能として挙げてい

た，教育，研究，学位授与と対応を見せている。ビリ

ングスの講義の特徴は，新たな提案や主張をただ提案

するだけではなく，ヨーロッパの先進的な大学の事例

や，アメリカの現状の分析，論理的なつながりなどを

根拠として，その根拠とともに提案を述べているとこ

ろにある。

ビリングスはまず，これから作られる医学部は，理

論的に望ましいものであるだけでなく，実践的に実現

可能なものであるべきで，また金銭的利益を求めるも

のであってはならないと述べる28）。

そして，病院での臨床教育（Clinical Instruction）の

必要を述べる。スキルのある実践家を育てたいなら，

病気について生きた対象から学ぶべきであり，様々な

ケースを体験しなければならないとする。教師に失敗

を防いでもらいながら学ぶためには，卒業後ではなく

在学中に，臨床教育を行うべきであると論じる。また，

臨床教育の効果をあげるには少人数の授業がふさわし

いとする29）。

一方で，医学部では独自の研究と発見がなされるべ

きだという。アメリカの大学ではドイツ，イギリス，

フランスに比べて体系的で科学的な研究が行われてい

ないと指摘する。その原因としてそれらが金銭的利益

を生まないからだと分析している。その証拠に，金銭

的利益につながる外科手術の技術はアメリカでも進歩

しているということを挙げている30）。

また，学位については，博士号をとる前に学士号を

とるような体系を作り，博士号の意味と価値を確かめ

るべきだとも論じている。アメリカの医学学士号は医

師のライセンスのようになっていて，医学博士号は役

立たないものになっているが，本来の意味，つまり実

践と教育の両方ができることを示すものへと戻すべき

だと論じている31）。

そしてビリングスは，病院が大学の臨床の中心にな

るべきで，基礎的な知識を学んだ学生が病院で学べる

ようにするべきだと主張している。医学教育の方法と

して，自然科学や物理学の助けを借りながら行われる

詳細な観察と記録を重視している。また，新たな真実

の発見も重要で，さらにその発見を伝えることも重要

だとする。つまり，ラテン語，フランス語，ドイツ語

などの言語を学んでおく必要があるという。そこで，

臨床教育に入る前に，これらの科学や言語を含め，医

学の各分野についても学んでおく必要があるという論

が展開される。学んでおく知識の中に，医学史もまた，

入っている。この論が前半２年の基礎教育，後半２年

の臨床教育という形につながっていくと考えられる。

また，病院の医師は臨床での診察も行いながら，教

授として給与を得て学生を指導するべきだとも主張し

た。ドイツやフランスでは医師が大学から教授として

の給与を得，イギリスでは病院から給与を得ていると

報告し，病院や個人の診療による治療費を収入源とし

ないために，大学でも病院でもどちらかから給与を出

す仕組みにするべきだとした。

1889年の講演では，ビリングスは，ホプキンスから

の手紙による指示を何とか読み解こうとし，それをも

とに建物を設計したと述べている。ビリングスにとっ

てはホプキンスと言葉を交わす機会はなく，ホプキン

スの考えは決定的で動かせないという性質を持ってい

て，理事会を通して受け取った指示の手紙32）が手が

かりだった。特に難しかったのは大学（ユニバーシ

ティ）という枠組みが何を意味するかということだっ

たという33）。

講演の中でビリングスは，５つの指示を整理してい

る。１つ目に手紙には貧しい人も治療を受けられる病

院ということが指示されていた。これは，歴史的に病

院が始まったころの最初の姿であり，病気や怪我で訪

れた人だれでもに，食べ物と休息を与える場所という

ことであり，治療費が払える人にも払えない人にも，

治療を行うということだとビリングスは読み解いたと

いう。また２つ目に，よい治療を行うためにも，臨床

の教育が行われている必要があるのだとビリングスは

考えた。つまり，教え子がいることで教師が最善を尽

くすようになり，また説明できない事柄を調べて説明

しようとするために，より明らかになってよりよい治

療法が受けられるようになると論じている。３つ目に，

ホプキンスの原則には，病院は知識を教えるだけでな
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く知識を作る場だというものもあったという。また４

つ目に，看護学校との連携という項目もあった。５つ

目として，建築素材についての指示があった。

そして，実際に病院の建物を作るときにビリング

スがまず考えたのは，１つ目の指示に対応して，様々

な病人のための治療が安全に，快適にできる建物にし

ようということだったという。病院に行って病気にな

るようなことになってはいけないので，建物の換気な

どに目を配った。また，２つ目の指示にあわせて，病

院で学べるように，円形の教室も作ったという。ま

た，病院の中に治療の場だけでなく病理学の実験室も

作った。さらにビリングスは，病院全体が温度管理や

排水設備などの大きな実験室であったとも述べてい

る。そして４つ目の指示のとおり，患者の自宅で看護

をでき，また予防について話すことができるような看

護師を育てようともした。病院内で看護師が学べるよ

うに，訓練用の台所を作るなどの工夫をこらしたと

いう。そして建築自体も５つ目の指示にあわせたとい

う。

３つ目の指示についても，ビリングスは考えてい

た。ビリングスは病院を症例に出会い新しい知識を生

み出す，つまり発見をする場だと捉えた。そのために，

病理学の実験室，つまり解剖を行う部屋を病院内に備

えた。ブリス（1999）から読み取れるように，当時，

診療が正しかったか間違っていたかは，病人が亡く

なった場合に解剖をすることで，初めて明らかになる

ものだった。つまり，診療が正しかったが治療が追い

つかなかったために亡くなってしまったのか，診療自

体が誤っていたために亡くなってしまったのかを，体

の内部の組織の病理を見ることで判断していた。病理

学の実験室が病院内にあることで，診療の検証が行わ

れやすくなっただろう。ジョンズ・ホプキンス病院の

紀要には，伝染病やアルコール中毒，癌をはじめ，さ

まざまな病気についての症例報告，分析が掲載されて

いる。これも，病院で知識を生み出すという理念の表

れだろう。

また検討した講演の中では詳細には触れられていな

かったが，この講演が収められた本には，病院の詳細

な図面も掲載されている。医務室と円形の教室や，看

護師の生活する部屋なども注意深く設計されているこ

とが分かる34）。建築というハード面から，理想とする

病院を作ろうとしていた様子が窺われる。

Ｃ　オスラーの信念

　本節では，オスラーの講演録から，彼が医師の性質

を知識の側面と技やふるまいの側面の２つから考えて

いて，それが実験室で病理解剖や顕微鏡での観察を通

して知識を伝えることと，病院での臨床教育を行う

ことの２つを並行して行うことにつながっていたこと

を明らかにしたい。オスラーの講演としては1889年，

ジョンズ・ホプキンス病院に向かうためにそれまで勤

めていたペンシルバニア大学を辞する際の講演「平静

の心」が最も有名だとされるが，ここでは医学教育に

ついて触れている講演として，1892年の「教師と学

生」35）と1903年の「病院は大学である」36）の２つの講

演を検討する。講演の検討を通じて，オスラーが医師

の性質，医師の教育の方法などにおいて，基礎と臨

床，または科学と医術（アート）という２つの側面を

どちらも重要だと考えていたこと，またオスラー自身

はその両方を行ってきた人物だったことを明らかにし

たい。

　「教師と学生」はジョンズ・ホプキンス大学教授時

代に，ミネソタ州立大学医学部で行った講演であり，

基礎医学と臨床の実践の関係を述べている。この中で

オスラー（1892）は一方で基礎医学を研究し，教える

教師の必要性を述べている。解剖学，生理学，衛生学

など，それぞれの基礎研究は短期的な収穫がない場合

が多く，研究にかかる費用が多額であるために，低く

評価される傾向にあるという。オスラー（1892）は

ドイツの例をあげ，実用主義のアメリカでは敬遠され

る基礎医学が，ドイツでは高く評価されていると述べ

る。また望ましい教師の条件として，自分で行った研

究や実験から得た最新の知識を持っている人物で，教

育に熱心であることを挙げている。また一方で，臨床

で実践，つまり診療と治療を行いながら後進を育てる

教師が必要だとする。しかしこの臨床の教師も，最新

の研究を追っていなくては責任を持った教育はできな

いという。講演の中では基礎研究型の教師と臨床型の

教師の両方が必要だと主張しているが，オスラー自身

は両方の性質を兼ね備えた教師だったことが推測され

る。最新の研究を自らの手で行い，かつ臨床で診療と

治療も行っていた。また残された講演などからは，教

育についても熱心だったことが窺える。

　「病院は大学である」は，オスラーがジョンズ・ホ

プキンス大学などでの医学教育を振り返った講演で，

その中では大学の４年間を前半２年間の医学部などで

の基礎教育，後半２年間の病院での臨床教育というカ

リキュラムを紹介し，基礎教育においても臨床教育に

おいても，科学が教えられると述べている37)
。そして

前述のビリングスと同様，オスラーも学生にまず必要
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なことは観察，特に患者の観察であると主張する。ま

た，これもビリングスと同様，病棟に医学生がいるこ

とで，患者の治療にも利点があるとする。つまり教育

を行うことで教授と病院がより慎重な診療をし，症例

をより徹底的に研究するため，直接に治療を受ける

患者もよい治療の機会が得られるとしている。ジョン

ズ・ホプキンス大学，病院を例に具体的なカリキュラ

ムも紹介される。臨床教育に入る場合は学生10人に指

導教師１人のユニットを組むという。３年次には病歴

聴取を行い，診療に立ち会って，時には特殊な症例に

ついて説明を受ける。４年次には指導を受けながら初

診の患者の病歴聴取を行うことができるようになる。

またいくつかの科をまわって，治療方法や経過を観察

するという。この講演からは，オスラーがジョンズ・

ホプキンス大学での教育に完全に満足はしないまでも

一定の評価を与えていることが分かる。

４　フレクスナーによる評価

　本章では，フレクスナー（1910）によるジョンズ・

ホプキンス大学の調査報告を見ることで，実際にビリ

ングスやオスラーたちが構想し作ってきた臨床教育

が，客観的に見てどのようなものだったのかを確認す

る。また，北米の医学教育改革に大きな影響を与えた

フレクスナー・レポートの中で，ジョンズ・ホプキン

ス大学が高く評価されていることに注目したい。

　フレクスナー・レポートの中で，フレクスナー

（1910）は，ジョンズ・ホプキンス大学をアメリカで

唯一理想的な医学教育を行っている大学であると報告

している。ジョンズ・ホプキンス大学についての具体

的な報告を見ると，入学資格として「学士号，化学お

よび物理学，生物学，ドイツ語，フランス語における

得に優秀な成績」が上げられ，入学者数は297名，ス

タッフは23名の教授を含む112名，実験室での教育は

研究と教育をフルタイムで行っているインストラク

ターが担当し，臨床の各領域のトップはジョンズ・ホ

プキンス病院に所属して給与を得ている38と述べてい

る。さらに資金的に問題がないこと，実験室の施設は

大学院として作られているので改善する必要がないほ

どで，臨床の設備としてはジョンズ・ホプキンス病院

が機能していて385床が利用でき，医学部の実験室と

病院が緊密な関係にあり，有機的につながっていると

評価している39。

　フレクスナーの評価からは，ジョンズ・ホプキンス

大学医学部と病院がほぼ構想に沿って発展したことが

窺われる。このフレクスナー・レポートの評価により，

ジョンズ・ホプキンス大学が北米の医学教育のモデル

となっていった。

５　ジョンズ・ホプキンス大学において臨床教育が成

立した背景

　本論で確認したように，ジョンズ・ホプキンス大学

は，教養教育ではなく，研究とそれに結びついた教育

を行う研究大学として設立された。ジョンズ・ホプキ

ンス大学が設立された19世紀後半は，科学が目覚しく

発展した時期で，それまでの歴史からそれぞれの方法

で哲学や科学を発展させているヨーロッパに対し遅れ

をとっていたアメリカでも，南北戦争を乗り越えて，

ヨーロッパに留学した経験のある研究者を中心に大学

での研究が行われ始めていた。医学の発展の歴史を振

り返っても，19世紀後半は，それまでの経験的な診療

と治療から，フランス，後にはドイツで発展した顕微

鏡による観察や病理解剖を駆使した科学的な医学に基

づく診療や治療，予防へと移行していく時期になる。

医学以外の学問でも同様で，近代に入って科学が発展

し，研究が進められていた。医学部ができる前のジョ

ンズ・ホプキンス大学でも，物理学や化学などの分野

で，様々な研究成果が出されていた。ジョンズ・ホプ

キンス大学医学部でも，遺体の病理解剖の授業や，最

新の科学的知識に基づく講義が行われていた。しか

し，ジョンズ・ホプキンス大学は，大学として研究を

進めることを目指しただけではなく，教育も充実させ

ようとしていた。大学での教育は，それまでのアメリ

カのカレッジでの教育と異なり，ラテン語などの教養

教育ではなく，一定の教育を受けた学生が最先端の研

究について学び，参加していくというものだった。

　ジョンズ・ホプキンス病院は，このような研究とそ

れに結びついた教育を行う大学の一部を構成してい

た。つまり，病院という臨床の場が，研究を中心とす

る大学に含まれていた。本論では，病院のこの位置づ

けが生まれた背景に，大きく３つの要因があったこと

を整理した。

１つは，寄付者であるホプキンスの考えである。ホ

プキンスは，病院が大学での教育の最良の助けになる

として，病院を大学の一部を構成するものとして設立

するように要請していた。重要なのは，ジョンズ・ホ

プキンス大学と病院がホプキンスの個人的な寄付を主

たる資金源として設立されたことだったと考えられ

る。つまり，行政の方針でもなく，商業主義的な短期
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的なねらいでもなく，個人的な理想を掲げることがで

きた。このホプキンスの理想に賛同し，それを実現に

移したのがギルマンや，ビリングス，オスラーをはじ

めとする初期の学長や構成員たちだったと言えるだろ

う。

２つ目は，ビリングスの思想である。医学部に先行

して設立された病院の設計を任されたビリングスは，

ホプキンスの意図を汲み，病院が研究と教育の中心に

なりうることを筋道立てて示した。理事の間では病院

を重視することに反対もあったとされるが，ビリング

スはそれを説得する論理を持っていたと考えられる。

さらに，病院の建物というハード面から，教育と研究

の機能を持つ病院の実現を支援した。

３つ目に，実際に大学と病院の患者のそば，つまり

臨床と両方での教育を行ったオスラーの姿勢と信念が

ある。オスラーは基礎教育と臨床教育を両者とも科学

的なものとして捉え，基礎教育を終えてから臨床教育

を受ける必要性を主張し，実際に臨床教育の回診など

を受け持った。ブリス（1999）のオスラーの伝記によ

れば，オスラーの回診は学生を惹きつけたという。

また，病院が大学の一部であるという位置づけが実

現され，後に広まった理由として，医学と医師の養成

を考えたとき，病院が教育と研究に素材をもたらす，

つまり実際の症状や治療，経過さらには人間としての

患者が，学習される材料となり，研究の対象となると

いうことが，受け入れられていったという要因がある

だろう。

ビリングスとオスラーは，それぞれ周囲を説得し

て，臨床を重視するカリキュラムを打ち出した。大学

全体として，高い水準の研究と研究に結びついた教育

を目指している中で，大学そのものではなく，病院で

の教育を重視しようとした。もちろん，歴史的に従来

の徒弟制に近い教育や，講義のみの教育が行き詰って

いたことと，ジョンズ・ホプキンス大学が新設の大学

で，過去の制度をひきずらずに新しい形を目指すこと

ができたことも大きいだろう。その上で，臨床の重視

を実行できたのは，次の２つの理由があったからでは

ないかと推測できる。１つは医師の養成という分野に

限ると，物理や化学の研究者の養成とは異なり，臨床

で患者と向き合う術を身につける必要があるからとい

うことである。これはオスラーの考え方に近いが，医

師には知識や科学と，術や個々に異なる人間に向き合

うという性質の両方が要求される。もう１つは，臨床

では目の前の症例から研究を考える材料，研究の発端

や，研究するためのデータを得ることができるからと

いうことである。研究が専門職の教育と結びついてい

る医学だからこそ，臨床教育という研究にもつながる

教育の方法をとりえたといえるだろう。また，本論で

見てきたように，決定権を持つ寄付者，論理的な説得

と実現可能な計画，魅力のある実践家という３つの方

向から臨床を重視する働きかけがあったことが，ジョ

ンズ・ホプキンス大学で本格的な臨床教育が行われた

背景にあったと考えられる。

６　今後の課題

本論では，ホプキンスが病院が大学での教育の最良

の助けになると考えた経緯や参照した理論までは明ら

かにできなかった。

　またヨーロッパではなくアメリカに，新しい教育が

生まれたのはなぜかについても考察が及ばなかった。

ジョンズ・ホプキンス大学が新設の大学であったこと

が，新しい教育を行うことができた一つの要因であっ

たように，アメリカという新しい場所だったからこそ

改革が進んだ可能性がある。
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